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第 1表  試 料処理および分析方法の連いが科酸感室素の定工値に及ぼす彩筆

土  壌 土壌 ・浸出液比 浸出液の種類  硝 酸イオン定工法間時
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7 . 6 主 4 8 0  d e
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注 .  Z :

Y :
平均値 土 標準偏差 (n=lo)
異符号間は5χ水準で有意差あり (ダンカンの方法 )
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ブレムナー法による再酸思室秦(ag/100F)

第 1日  メ ルヨタァント法と/レ ムナー法による
土収中騎破忍畳素の相岡田孤

注.1)メ ルヨクァント法とプレムナー法との相岡関係(■・12)

O:「 ・0.9263在、■:r'o.9113tな

2)を=:1イ水事で有を差あり  3)採 上の澪さ:0～10cロ

室素,こ肥ェ(Rg/1oa)

第3□  土 壌ECと ホウレンソウの収丘

注.1)操 土月日:4/30(貯鵬10日前)、6/10

2)保上の済さ:0～10c8

土塩申無ほ悪室寮 (8g/1oo`)

第 2日  土 埋ECと 土壌中焦aSヨ 素との相田腐“

注.1)無 損思室素 :ア ンモニア忍Ⅲ晴酸思

2)土 寝ECと 土壌中持機8室 素との相関係弦(■,12)

C): 「 = 0,9216ⅢⅢ、 中 : | ■ 0.'740,Ⅲ

をお、硝酸思室素と無ほ思ヨ素との相関係数は

, ・ 0 9586傘や

3)●を:lI水準で有意差あ り 4)採 土の深き30～10cB

畳素施肥量 (kg/1,a)

第4図  土 壌中室素とホウレンツウの収量

注`I)採 土月日:4/30(lB寝10日前)、 6/10

2)採 上の採さ:0～10 cE
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O:浸 出液比1:10

を:浅 出減比1:20
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